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8．造影Coded　Harmonic　Angio（CHA）を用いた肝腫瘍の
微細血管の形態学的検討
（内科学第四）堀部　俊哉
【目的】CHAを用いたレボピスト造影超音波検査を行い、
肝腫瘍内、腫瘍周囲の血管系の形態をDigital　Substraction
Angiography（DSA）と比較検討したので報告する。
【方法】肝腫瘍性病変（肝細胞癌11結節）を対象とし、
LOGIQ700MRのCHAmodeにて造影超音波検査を行った。
vascular　phaseのearly　phaseを観察し、血管の染影性をDSA
と比較検討した。【結果】CHAでは11結節中8結節に腫瘍周
囲からの流入血管が観察され、その8結節の腫瘍内血管は4
結節が線状、4結節が点線状に描出された。また、血流像
においてCHAで線状に見られた4結節はDSAで屈曲蛇行し
た口径不整な腫瘍血管が多数抽出され、点線状に見られた
4結節はDSAで腫瘍血管が網状に造影され淡い染まりとし
て抽出された。11結節中3結節の腫瘍内、腫瘍周囲の血管
の抽出能はDSAと比較し劣っていた。【結論】CHAは、空
間分解能がよく、低侵襲で簡便な腫瘍の血行動態の把握を
可能とし、腫瘍血管の形態学的診断に有用と考えられた。
特別講演　肺循環障害のトピックス
（信州大学医学部第一内科）久保　恵嗣
我々の最近の肺循環に関する研究について概説したい。
1）高地肺水腫の発症に個体の感受性が指摘されているが、
　HLA解析にて特定の遺伝子との関連性を明らかにし、
　また高地環境適応動物に肺動脈のリモデリングが軽い
　ことを明らかにした。
2）慢性閉塞性肺疾患（COPD）では、％FEV1、34％以下の
　最重症の肺気腫（CPE）でも安静時肺動脈圧（Ppa）は
　22．8mmHgと軽度の肺高血圧を呈したにすぎなかった
　が、運動負荷時には44．9mmHgと著明な肺高血圧を呈し
　た。肺容量減少術後の肺の組織学的検索で、重症の
　CPEは肺動脈のリモデリングがみられた。このリモデ
　　リングと運動時のPpaの上昇の程度とは有意な正相関を
　示したことより、COPDの運動負荷時のPpaの上昇には
　肺動脈リモデリングの関与が大きいと考えられた。
3）ARDSの治療に関しエンドトキシン吸着療法（PMX）を
　行い比較的良い成績を得ている。
9．超音波検査でみた眼虚血症候群の頸動脈病変
（眼科学）松島　千景
【目的】
眼虚血症候群の原因疾患として頸動脈病変が注目されてい
る。そこで本症候群に対して頸動脈エコーを行い、その頻
度と特徴を明らかにした。
【対象及び方法】
対象は眼虚血症候群と診断された33例で一過性黒内障（AF）
5例、網膜中心動脈閉塞症（CRAO）11例、網膜動脈分枝閉
塞症（BRAO）6例、網膜中心静脈閉塞症（CRVO）9例、
その他2例で、超音波検査にて頸動脈の状態を観察した。
【結果】
頸動脈病変が19例（57．6％）にみられた。高度な狭窄がAF
の40．0％、BRAOとCRAOの47．1％にみられたがCRVOでは
認めなかった。
【結謝
AF、　BRAO及びCRAOでは高度の頸動脈病変が存在するこ
とが多く、基礎疾患や血管合併症に対する検索と治療が必
要となる。
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